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　私が会頭を務めさせていただいている小田原箱根商
工会議所の活動について、お話をさせていただける機会
を頂戴できますことに心から感謝申し上げます。
　小田原市と箱根町というふたつの行政区に跨っている
会議所は珍しいと思いますが、経済活動は行政の境とは
関係なく展開されているわけで、小田原と箱根はひとつ
の経済圏であるという事実を体感させられたのが、一昨
年の箱根・大涌谷の火山の事象でした。地域経済は多大
な被害を受けました。私ども会議所では、両行政、観光団
体にも声をかけ、組織横断的な緊急対策本部をたちあげ、
約一年にわたり様々な活動をしてきました。その中で感じ
たことは、観光という観点で箱根にも小田原にもまだまだ
課題があるということでした。それを「小田原・箱根の観光
ビジョン」という提言にまとめ、今、一つひとつ実現に向け
て動き出したところです。
　さらに、小田原の課題として、箱根に頼ってばかりでは
なく、小田原自体でお客様を呼べるコト・モノを整備しよ
うということで、小田原の歴史資産を活かした「平成の城
下町・宿場町構想」をとりまとめ、行政とともに研究会を

「らしさ」から「ならでは」へ

本日の卓話者ご紹介

卓 話

小田原箱根商工会議所
会頭　鈴木悌介

40(37)

立ち上げました。
　そのキーワードは「らしさ」からの脱却、「ならでは」の
追求です。今、私ども小田原箱根商工会議所は「地域の
経済循環」をテーマにしています。経済の活性化は必要、
しかし、規模の拡大は難しいとすれば、地域の経済的な
暮らしを下支えする会議所として考えるべきことは、い

略歴
1955 年 神奈川県小田原市にてかまぼこ屋の次男として
誕生。米国での 10 年間のビジネス経験を経て、現在、
鈴廣かまぼこグループの代表取締役副社長。

慶応元年 (1865 年 ) 創業の歴史を尊重しつつ、変化し続
ける日本人の食生活の中で、かまぼこの存在価値を高め
るべく挑戦の日々。「食べもののいのちを大切に」をモッ
トーとする。

併せ、商工会議所活動にも関わり、2000 年・2001 年度 
小田原箱根商工会議所青年部会長、2013 年度 日本商工
会議所青年部の会長。2004年（平成 16年）～アジア商
工会議所連合会 若手経営者委員会副委員長、2013 年～
現在は小田原箱根商工会議所の会頭を務める。
「日本の元気は地域から」という考え方で、地元のみな

らず全国のネットワークを活かし、地域の資産を活かした
活性化を目指し活動。

「エネルギーから経済を考える経営者ネットワーク会議」
を立ち上げ、2013年 11月に一般社団法人化。現在、その
代表理事を務める。著書『エネルギーから経済を考える』
を出版。

他（平成 29 年 9月現在）

小田原箱根商工会議所
会頭　鈴木悌介 様

卓話者ご紹介

かに地域で廻るお金を
増やし、廻るスピードを
上げるかだと思います。
一昨年、どのくらいのお
金が地域で廻っている
のかの指標をつくってみ
ようと思い、「地域経済
循環の可視化の試み」と
いうレポートを発表しま
した。そんな指標も使い
ながら、これから、小田
原・箱根ならではの経済
循環を創り、地域の元気を創っていきたいと思っています。
　同時に、地域間の交流や連携も重要です。県西、西湘
地域共有の課題も多いと思います。平塚の皆さまとはお
隣同士でこれまで以上にお付き合いと深めていけたらと
存じます。
どうぞ、よろしくお願いいたします。ありがとうございます。
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クラブ会報委員会　◎ 馬上 晋　○ 青山 紀美代　西村 裕子　清水 雅広

幹事報告

メークアップ（MUP)

本日のスマイル

ゲスト

ビジター

卓話・行事予定

市内例会変更

◎地区大会が台風の心配の中、皆様の御協力の元、無事、
　盛大に行われました。
　後日、大谷ガバナー、岸地区大会委員長よりのお礼状を
　メールにて頂きました。当日欠席されました会員の方に
　パンフレットをお渡し致します。
　また、長寿会員の方の表彰がありましたが、当クラブの
　4名の方はご欠席されましたので、本日お祝いの品を差
　し上げたいと存じます。
　小泉芳郎会員、升水富次郎会員、鈴木栄一会員、そして
　今年から小笠原勲会員もご長寿会員となられ、お祝い申
　し上げます。

◎先週卓話されました桐本美智子会員の詩集が本日も販
　売されますので、是非皆様ご購入下さい。
　売り上げは桐本会員のご厚意で全額スマイルとさせてい
　ただきます。

◎第7～9グループ合同「第1回 新会員の集い」が開催されます。
　日時：2017年10月5日（木）　18:15～（18時より受付）
　場所：平塚商工会議所　3階大ホール
　入会3年未満の会員、会長・幹事・研修委員会担当合計
　20名が参加されます。
　会費の一部として、当日お一人2,000円を頂きます。
　

3名

22名

1 名

0 名

委員会報告

10月05日（木）

10月12日（木）

卓話　(株)鎌倉まめや　
             代表取締役　桐山章伸様
夜間例会　卓話　元米山記念奨学生　
                      ガンバヤル　ツェルメン君

現在ございません

(株)鈴廣蒲鉾本店　代表取締役
小田原箱根商工会議所　会頭　鈴木悌介様

柏手茂会員、常盤卓嗣会員、清水雅広会員

・奉仕プロジェクト委員会　委員長　江藤博一　　
　9月21日開催　委員会の報告

・長期計画委員会　委員長　桐本 美智子　　　
　第2回長期計画委員会開催のお知らせ
　日時：9月29日（金）　18:30より
　場所：平塚商工会議所　1階　第4会議室
　議題：平塚ロータリークラブの展望
　　　　長期計画の立案と推進について
　　　　その他

・清水雅広ガバナー補佐幹事より「第1回 新会員の集い」の
  お知らせがありました。
　日時：10月5日18時30分より
　場所：平塚商工会議所３階
　現在20名の出席予定者がありますが次回２月の会には
　より多くの出席者を期待します。

◎社会・国際奉仕セミナーが開催されます。
　日時：10月21日（土）13:00～15:30
　場所：JR辻堂駅北口　アイクロス湘南6階「E会議室」
　杉山会長エレクト、鳥山社会奉仕委員長、江藤奉仕プロ
　ジェクト副委員長が出席されます。

◎インターアクト年次大会が開催されます。
　日時：11月3日（金／祝日）　　
　　　　 9：30～10:00　受付
　　　　14:30～15:00　閉会式・点鐘　　
　場所：光明学園相模原高等学校　
　森誠司インターアクト委員長、杉山会長エレクトが出席
　されます。

◎第40回記念平塚市展が来年の平成30年3月に開催されます。
　協賛金としてクラブより￥10,000ご寄付致しました。

略歴
1955 年 神奈川県小田原市にてかまぼこ屋の次男として
誕生。米国での 10 年間のビジネス経験を経て、現在、
鈴廣かまぼこグループの代表取締役副社長。

慶応元年 (1865 年 ) 創業の歴史を尊重しつつ、変化し続
ける日本人の食生活の中で、かまぼこの存在価値を高め
るべく挑戦の日々。「食べもののいのちを大切に」をモッ
トーとする。

併せ、商工会議所活動にも関わり、2000 年・2001 年度 
小田原箱根商工会議所青年部会長、2013 年度 日本商工
会議所青年部の会長。2004年（平成 16年）～アジア商
工会議所連合会 若手経営者委員会副委員長、2013 年～
現在は小田原箱根商工会議所の会頭を務める。
「日本の元気は地域から」という考え方で、地元のみな

らず全国のネットワークを活かし、地域の資産を活かした
活性化を目指し活動。

「エネルギーから経済を考える経営者ネットワーク会議」
を立ち上げ、2013年 11月に一般社団法人化。現在、その
代表理事を務める。著書『エネルギーから経済を考える』
を出版。

他（平成 29 年 9月現在）

長寿会員のお祝いの品を受け取られる小泉芳郎会員（左写真）
と小笠原勲会員（右写真）

卓話のお礼を受け取られる鈴木悌介様


